
ナガエツルノゲイトウ繁茂場所

HPVワクチンの接種

助
す
る
制
度
を
新
設
し
ま
し
た
。市
も
制
度
を
活
用

助
す
る
制
度
を
新
設
し
ま
し
た
。市
も
制
度
を
活
用

す
る
な
ど
、再
接
種
費
用
の
助
成
に
つ
い
て
検
討
し

す
る
な
ど
、再
接
種
費
用
の
助
成
に
つ
い
て
検
討
し

ま
す
。

ま
す
。

認
知
症
施
策
の
充
実
を

Q
今
年
６
月
に
成
立
し
た「
認
知
症
基
本
法
」の

今
年
６
月
に
成
立
し
た「
認
知
症
基
本
法
」の

根
本
理
念
で
あ
る「
共
生
社
会
」の
実
現
に
向

根
本
理
念
で
あ
る「
共
生
社
会
」の
実
現
に
向

け
た
今
後
の
取
り
組
み
は
何
か
。

け
た
今
後
の
取
り
組
み
は
何
か
。

A
現
在
、実
施
し
て
い
る
取
り
組
み
は
、認
知

現
在
、実
施
し
て
い
る
取
り
組
み
は
、認
知

症
の
当
事
者
や
家
族
が
集
え
る
場
と
し
て
の

症
の
当
事
者
や
家
族
が
集
え
る
場
と
し
て
の

認
知
症
カ
フ
ェ
の
開
催
、認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

認
知
症
カ
フ
ェ
の
開
催
、認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
の
開
催
な
ど
各
種
事
業
で
す
。ま
た
、認
知
症

講
座
の
開
催
な
ど
各
種
事
業
で
す
。ま
た
、認
知
症

を
支
援
す
る
事
業
所
な
ど
と
連
携
し
、今
後
の
支
援

を
支
援
す
る
事
業
所
な
ど
と
連
携
し
、今
後
の
支
援

体
制
を
検
討
す
る
な
ど
し
て
い
ま
す
。

体
制
を
検
討
す
る
な
ど
し
て
い
ま
す
。

Q
金
銭
管
理
能
力
が
低
下
し
た
認
知
症
高
齢
者

金
銭
管
理
能
力
が
低
下
し
た
認
知
症
高
齢
者

に
対
す
る
支
援
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

に
対
す
る
支
援
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

る
か
。

A
認
知
症
な
ど
で
金
銭
管
理
な
ど
が
困
難
な
場

認
知
症
な
ど
で
金
銭
管
理
な
ど
が
困
難
な
場

合
、成
年
後
見
制
度
の
利
用
を
勧
め
、利
用

合
、成
年
後
見
制
度
の
利
用
を
勧
め
、利
用

者
も
増
え
て
い
る
状
況
で
す
。こ
の
制
度
は
法
律
、

者
も
増
え
て
い
る
状
況
で
す
。こ
の
制
度
は
法
律
、

福
祉
の
専
門
家
お
よ
び
法
人
等
の
代
理
人
が
金
銭
管

福
祉
の
専
門
家
お
よ
び
法
人
等
の
代
理
人
が
金
銭
管

理
な
ど
各
種
手
続
き
等
を
代
行
し
て
行
う
制
度
で
す
。

理
な
ど
各
種
手
続
き
等
を
代
行
し
て
行
う
制
度
で
す
。

今
後
も
、こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
増
え
る
こ
と
が
想

今
後
も
、こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
増
え
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、周
知
等
に
努
め
ま
す
。

定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、周
知
等
に
努
め
ま
す
。

A
令
和
６
年
度
も
未
接
種
者
に
対
し
個
別
通
知

令
和
６
年
度
も
未
接
種
者
に
対
し
個
別
通
知

を
行
う
と
と
も
に
、市
広
報
、ホ
ー
ム
ペ
ー

を
行
う
と
と
も
に
、市
広
報
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
も
周
知
を
図
り
ま
す
。

ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
も
周
知
を
図
り
ま
す
。

予
防
接
種
の
再
接
種
費
用
に
助
成
を

Q
小
児
が
ん
で
骨
髄
移
植
な
ど
を
受
け
、減
衰

小
児
が
ん
で
骨
髄
移
植
な
ど
を
受
け
、減
衰

し
た
免
疫
獲
得
の
た
め
の
ワ
ク
チ
ン
再
接
種

し
た
免
疫
獲
得
の
た
め
の
ワ
ク
チ
ン
再
接
種

費
用
の
総
額
は
い
く
ら
か
。

費
用
の
総
額
は
い
く
ら
か
。

A
医
療
機
関
が
接
種
す
る
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
に

医
療
機
関
が
接
種
す
る
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
に

よ
っ
て
単
価
は
異
な
り
ま
す
が
、定
期
接
種

よ
っ
て
単
価
は
異
な
り
ま
す
が
、定
期
接
種

を
自
費
で
接
種
す
る
場
合
、市
が
委
託
契
約
し
て
い

を
自
費
で
接
種
す
る
場
合
、市
が
委
託
契
約
し
て
い

る
定
期
接
種
委
託
料
を
基
に
計
算
す
る
と
、総
額
で

る
定
期
接
種
委
託
料
を
基
に
計
算
す
る
と
、総
額
で

2929
万
円
か
ら

万
円
か
ら
3333
万
円
程
度
と
思
わ
れ
ま
す
。

万
円
程
度
と
思
わ
れ
ま
す
。

Q
小
児
が
ん
の
治
療
に
か
か
る
費
用
に
加
え
て
、

小
児
が
ん
の
治
療
に
か
か
る
費
用
に
加
え
て
、

ワ
ク
チ
ン
再
接
種
費
用
で
保
護
者
の
経
済
的

ワ
ク
チ
ン
再
接
種
費
用
で
保
護
者
の
経
済
的

負
担
は
大
き
い
。市
に
お
い
て
も
再
接
種
費
用
の
助

負
担
は
大
き
い
。市
に
お
い
て
も
再
接
種
費
用
の
助

成
が
で
き
な
い
か
。

成
が
で
き
な
い
か
。

A
令
和
５
年
度
か
ら
県
が
再
接
種
費
用
を
助
成

令
和
５
年
度
か
ら
県
が
再
接
種
費
用
を
助
成

す
る
市
町
村
に
対
し
、助
成
額
の
一
部
を
補

す
る
市
町
村
に
対
し
、助
成
額
の
一
部
を
補

Q
令
和
６
年
度
末
ま
で
３
年
間
の
時
限
措
置
で

令
和
６
年
度
末
ま
で
３
年
間
の
時
限
措
置
で

あ
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ

あ
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ

接
種
対
象
者
の
対
象
者
数
と
接
種
率
は
。

接
種
対
象
者
の
対
象
者
数
と
接
種
率
は
。

A
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
対
象
者
は
、積
極
的

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
対
象
者
は
、積
極
的

な
勧
奨
の
差
し
控
え
に
よ
り
接
種
の
機
会
を

な
勧
奨
の
差
し
控
え
に
よ
り
接
種
の
機
会
を

逃
し
た
平
成
９
年
度
か
ら
平
成

逃
し
た
平
成
９
年
度
か
ら
平
成
1717
年
度
生
ま
れ
の
女

年
度
生
ま
れ
の
女

性
で
す
が
、人
数
は
令
和
５
年

性
で
す
が
、人
数
は
令
和
５
年
1010
月
１
日
現
在
、２

月
１
日
現
在
、２

３
４
３
人
で
す
。

３
４
３
人
で
す
。

こ
の
う
ち
、Ｈ

こ
の
う
ち
、Ｈ

Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

の
３
回
接
種
完

の
３
回
接
種
完

了
者
は
６
２
９

了
者
は
６
２
９

人
、接
種
率
は

人
、接
種
率
は

2626
・
８
％
で
す
。

・
８
％
で
す
。

Q
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
期
間
内
に
未
接
種
者
全
員

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
期
間
内
に
未
接
種
者
全
員

に
個
別
通
知
な
ど
を
行
い
確
実
に
周
知
し
て

に
個
別
通
知
な
ど
を
行
い
確
実
に
周
知
し
て

い
た
だ
き
た
い
が
、見
解
は
。

い
た
だ
き
た
い
が
、見
解
は
。

田
た

代
しろ

 一
かず

男
お

議員

子
宮
頸
が
ん
撲
滅
に
向
け
た

取
り
組
み
を

Q
市
の
奨
学
金
制
度
利
用
者
数
と
総
額
は
。

市
の
奨
学
金
制
度
利
用
者
数
と
総
額
は
。

A
令
和
２
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
４
年
間
の
貸

令
和
２
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
４
年
間
の
貸

付
人
数
は
延
べ

付
人
数
は
延
べ
2626
人
、貸
付
総
額
は
９
３
６

人
、貸
付
総
額
は
９
３
６

万
円
で
す
。令
和
５
年
度
は
新
規
貸
付
が
５
人
、貸

万
円
で
す
。令
和
５
年
度
は
新
規
貸
付
が
５
人
、貸

付
額
は
合
計
で
１
８
０
万
円
で
す
。

付
額
は
合
計
で
１
８
０
万
円
で
す
。

Q
卒
業
後
、地
元
へ
戻
り
就
職
な
ど
一
定
の
条

卒
業
後
、地
元
へ
戻
り
就
職
な
ど
一
定
の
条

件
の
下
、奨
学
金
返
済
義
務
を
免
除
で
き
な

件
の
下
、奨
学
金
返
済
義
務
を
免
除
で
き
な

い
か
。

い
か
。

A
返
済
免
除
は
、対
象
者
１
人
の
経
費
も
高
額

返
済
免
除
は
、対
象
者
１
人
の
経
費
も
高
額

と
な
り
、財
源
確
保
が
課
題
で
す
。移
住・
定

と
な
り
、財
源
確
保
が
課
題
で
す
。移
住・
定

住
施
策
の
一
環
と
さ
れ
る
学
生
へ
の
奨
学
金
返
還
支

住
施
策
の
一
環
と
さ
れ
る
学
生
へ
の
奨
学
金
返
還
支

援
制
度
の
推
進
は
、今
後
調
査
研
究
し
ま
す
。

援
制
度
の
推
進
は
、今
後
調
査
研
究
し
ま
す
。

 

過
疎
化
の
進
む
香
取
市
、定
住
策
の
一
環
と

過
疎
化
の
進
む
香
取
市
、定
住
策
の
一
環
と

し
て
返
済
せ
ず
と
も
、そ
の
費
用
効
果
は
高
い
筈
だ
。

し
て
返
済
せ
ず
と
も
、そ
の
費
用
効
果
は
高
い
筈
だ
。

Q
市
内
か
ら
進
学
で
き
る
高
校
の
範
囲
は
。

市
内
か
ら
進
学
で
き
る
高
校
の
範
囲
は
。

A
公
立
高
校
は
、全
日
制
普
通
科
に
限
り
志
願

公
立
高
校
は
、全
日
制
普
通
科
に
限
り
志
願

で
き
る
範
囲
を
定
め
る
学
区
制
が
あ
り
、香

で
き
る
範
囲
を
定
め
る
学
区
制
が
あ
り
、香

取
市
は
香
取
海
匝
地
区
、印
旛
地
区
と
山
武
地
区
が

取
市
は
香
取
海
匝
地
区
、印
旛
地
区
と
山
武
地
区
が

意
見
意
見

範
囲
と
な
り
、

範
囲
と
な
り
、2222
校
へ
の
志
願
が
可
能
で
す
。

校
へ
の
志
願
が
可
能
で
す
。

Q
進
学
先
へ
円
滑
に
行
け
る
新
た
な
交
通
シ
ス

進
学
先
へ
円
滑
に
行
け
る
新
た
な
交
通
シ
ス

テ
ム
の
構
築
は
で
き
な
い
か
。

テ
ム
の
構
築
は
で
き
な
い
か
。

A
現
在
策
定
中
の
地
域
公
共
交
通
計
画
で
は
、

現
在
策
定
中
の
地
域
公
共
交
通
計
画
で
は
、

市
内
、市
外
へ
の
移
動
し
や
す
さ
の
向
上
を

市
内
、市
外
へ
の
移
動
し
や
す
さ
の
向
上
を

目
標
に
し
て
い
ま
す
。今
後
の
路
線
再
編
の
際
は
、

目
標
に
し
て
い
ま
す
。今
後
の
路
線
再
編
の
際
は
、

利
用
者
の
生
活
実
態
を
考
慮
し
、周
辺
市
町
と
の
接

利
用
者
の
生
活
実
態
を
考
慮
し
、周
辺
市
町
と
の
接

続
の
向
上
な
ど
学
生
の
通
学
に
も
配
慮
し
ま
す
。

続
の
向
上
な
ど
学
生
の
通
学
に
も
配
慮
し
ま
す
。

 

循
環
バ
ス
は
、こ
れ
ま
で
の
考
え
方
を
変
え
、

循
環
バ
ス
は
、こ
れ
ま
で
の
考
え
方
を
変
え
、

行
政
区
を
越
え
て
経
済
圏
を
結
ぶ
構
想
が
必
要
だ
。

行
政
区
を
越
え
て
経
済
圏
を
結
ぶ
構
想
が
必
要
だ
。

与
田
浦
、魚
の
酸
欠
死
、

外
来
抽
水
植
物
繁
茂

Q
今
夏
、与
田
浦
の
魚
が
大
量
死
し
異
臭
が
発

今
夏
、与
田
浦
の
魚
が
大
量
死
し
異
臭
が
発

生
し
た
。住
民
は
堪
え
難
い
臭
い
に
悩
ま
さ

生
し
た
。住
民
は
堪
え
難
い
臭
い
に
悩
ま
さ

れ
た
。河
川
管
理
者
の
対
応
と
対
策
は
。

れ
た
。河
川
管
理
者
の
対
応
と
対
策
は
。

A
河
川
管
理
者
の
千
葉
県
が
へ
い
死
魚
の
回
収

河
川
管
理
者
の
千
葉
県
が
へ
い
死
魚
の
回
収

を
進
め
て
い
ま
す
。ま
た
、新
左
衛
門
川
で

を
進
め
て
い
ま
す
。ま
た
、新
左
衛
門
川
で

は
、香
取
市
が
へ
い
死
魚
の
回
収
を
し
て
い
ま
す
。

は
、香
取
市
が
へ
い
死
魚
の
回
収
を
し
て
い
ま
す
。

意
見
意
見

Q
各
所
で
繁
茂
す
る
ナ
ガ
エ
ツ
ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ

各
所
で
繁
茂
す
る
ナ
ガ
エ
ツ
ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ

に
河
川
が
浸
食
さ
れ
て
い
る
。河
川
管
理
者

に
河
川
が
浸
食
さ
れ
て
い
る
。河
川
管
理
者

の
現
在
の
対
策
と
今
後
の
方
策
は
。

の
現
在
の
対
策
と
今
後
の
方
策
は
。

A
駆
除
は
水
辺
の
た
め
危
険
が
伴
い
、駆
除
後

駆
除
は
水
辺
の
た
め
危
険
が
伴
い
、駆
除
後

の
処
理
も
手
間
と
時
間
が
か
か
り
、地
元
や

の
処
理
も
手
間
と
時
間
が
か
か
り
、地
元
や

関
係
団
体
な
ど
の
作
業
は
難
し
い
現
状
で
す
。千
葉

関
係
団
体
な
ど
の
作
業
は
難
し
い
現
状
で
す
。千
葉

県
が
管
理
し
て
い
る
河

県
が
管
理
し
て
い
る
河

川
と
つ
な
が
る
香
取
市

川
と
つ
な
が
る
香
取
市

の
河
川
は
、千
葉
県
と

の
河
川
は
、千
葉
県
と

情
報
共
有
し
情
勢
の
回

情
報
共
有
し
情
勢
の
回

復
を
目
指
す
と
と
も
に
、

復
を
目
指
す
と
と
も
に
、

そ
の
他
の
水
路
も
各
関

そ
の
他
の
水
路
も
各
関

係
団
体
と
連
携
を
と
り

係
団
体
と
連
携
を
と
り

対
応
し
ま
す
。

対
応
し
ま
す
。

 

こ
の
環
境
汚
染
問
題
に
国
県
と
し
っ
か
り
連

こ
の
環
境
汚
染
問
題
に
国
県
と
し
っ
か
り
連

携
を
図
っ
て
ほ
し
い
。

携
を
図
っ
て
ほ
し
い
。

観
光
地
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
は
大
事

Q
佐
原
地
区
の
駐
車
場
混
雑
時
対
策
と
今
後
の

佐
原
地
区
の
駐
車
場
混
雑
時
対
策
と
今
後
の

施
策
は
。

施
策
は
。

A
佐
原
中
心
部
は
一
方
通
行
の
道
路
が
多
い
上
、

佐
原
中
心
部
は
一
方
通
行
の
道
路
が
多
い
上
、

中
小
の
駐
車
場
が
分
散
し
て
い
る
こ
と
が
渋

中
小
の
駐
車
場
が
分
散
し
て
い
る
こ
と
が
渋

滞
発
生
の
原
因
の
一
つ
で
、駐
車
場
問
題
を
含
め
移

滞
発
生
の
原
因
の
一
つ
で
、駐
車
場
問
題
を
含
め
移

動
の
利
便
性
向
上
が
課
題
で
す
。町
並
み
観
光
駐
車

動
の
利
便
性
向
上
が
課
題
で
す
。町
並
み
観
光
駐
車

場
に
て
繁
忙
時
の
職
員
増
員
、マ
ニ
ュ
ア
ル
整
備
、

場
に
て
繁
忙
時
の
職
員
増
員
、マ
ニ
ュ
ア
ル
整
備
、

他
駐
車
場
へ
の
案
内
な
ど
で
観
光
客
の
利
便
性
を
向

他
駐
車
場
へ
の
案
内
な
ど
で
観
光
客
の
利
便
性
を
向

上
さ
せ
ま
す
。

上
さ
せ
ま
す
。

意
見
意
見

伊
い

能
のう

 敏
とし

雄
お

議員

義
務
教
育
以
後
の

進
路
を
決
め
る
重
要
問
題

QRコードからスマホで質問の
内容が見られます！13人の議員が一般質問
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